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Ⅰ．活動報告 
 
I. 活動成果 

 
2017 年度は、前年度に引き続き「安⼼・安定した居場所作りと、その周知活動のための準備」を⽬標とし

て活動した。 
 

 まず、Self Help 事業では、「2016 年度草の根市⺠基⾦・ぐらん助成対象事業」となった「Art Work Group」

が、4 ⽉から「ソフトパステル」のグループの活動を開始した。また、2018 年３⽉からは「ペーパークリイン

グ」のグループを増設し、今後も各グループが隔⽉開催を継続していく。 

 なお、Art Work Group の作品展⽰会の開催が決定している。 

  於︓「ピアサポ祭り 2018」（NABA・⾖メットワーク共催）︓2018 年 7 ⽉ 8 ⽇（⽇）  
 

次に、SIAb. Project 事業としては、「刑事法（性犯罪関係）」の改正法案が、6 ⽉ 16 ⽇に 110 年ぶりに可

決、成⽴し、7 ⽉ 17 ⽇に施⾏された。さらに３年後の⾒直しも盛り込まれた。この改正に向け、SIAb.では、

2015 年 11 ⽉から「性暴⼒被害当事者の声を届ける活動」を他団体と協働で⾏ってきた。なかでも、SIAb.参

加メンバーの声をまとめ、法制審議会刑事法（性犯罪関係）部会の第６回会議（平成２８年５⽉２５⽇開催）

のヒアリングで発⾔し、意⾒書を提出したことは、第６回、第７回の議事録を読む限り、⼤変⼤きな影響を与

えたことが窺えた。 
 
また、この改正に伴い、性犯罪被害者やその家族への⽀援や回復への制度、さらに加害者の更⽣対策につい

ても関⼼が⾼まり、これに関連し「⾃助グループ」の有⽤性が注⽬されたことでメディアの取材を多く受け、

広く⾃助グループについてや、SIAb.の存在や活動を知っていただく機会を得た。 
 

 さらに、これまでの活動が評価され、公益社団法⼈社会貢献⽀援財団から「第 49 回社会貢献団体」として

表彰していただいた。 

 この表彰式典では、各受賞団体同様、SIAb.の活動も紹介され、とくに児童虐待⽀援団体や更⽣保護施設、

⾃⽴⽀援施設の関係者から深い関⼼を寄せていただいた。 
 
 以上のような活動を続けたことで、遠⽅在住の当事者や⽀援者から「近親姦虐待に特化した⾃助グループ」

についての問い合わせや、設⽴についての相談メール、またミーティングへの参加が増えたことは⼤きな成果

といえる。 
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� SIAb. （シアブ） は、近親姦虐待被害からの回復に取り組む当事者同士がつながり、 
お互いの回復と成長を語り、学び合いながら、健康的な社会生活を取り戻していくことを 
目的とし、活動しています。 

　近親姦虐待被害当事者のためのピア・ミーティングやサロンを開催しています。　　　　 
　（現在は、女性の当事者のみ対象とさせていただいています。） 
　安心・安全な空間で語り、分かち合いながら、回復・成長し合えるミーティングを開催して
います。 
�

ピア・ミーティング、サロンの開催 

ホームページからの情報発信活動 
　SIAb.のホームページ http://siab.jp から、この問題に関連したさまざまな情報を発信して
います。 
　当事者同士の語り合いなどの動画配信や、仲間の体験談やコラム、創作品等の発表やイベン
ト情報など、成長や回復に役立つ情報を発信しています。 　　 
当事者の声を届ける活動 
　当事者たちが、体験談や回復に取り組みながら感じたことなどを語り、社会に向けて声を届
ける活動をしています。 
　近親姦虐待問題に対する社会の認知や理解が深まり、当事者たちが社会資源や適切な支援、
治療などに繋がりやすくすることが目的です。 

ミーティングとArt Work Groupの開催場所は裏面をご参照ください。 
また、詳細についてはSIAb.のホームページ https://siab.jp をご参照ください。 

 
なお、都合により変更になる場合はホームページのTwitter欄や 
SIAb.のTwitterアカウント@siabdayoでお知らせします。 

�
https://siab.jp 

� 　　✏ SIAb. Art Work Group✏　 
　　　　＊ 月１回　不定期開催 ＊ 

　　　　（開催日はホームページとTwitterで告知します） 
 

SIAb. Art Work Groupはアートを気軽に楽しむことができる場所です。  
ソフトパステルという画材を使い、指を使って色を広げながら描くワークと、
ペーパークイリングという技法で作品を制作するワークを開催しています。 
このグループは、こんな方にオススメです。 
  何かを作ることが好き。 SIAb.に参加したいけれど、まだ語ることに抵抗がある。 
  被害に向き合う時間とそうでない時間を持つバランス感覚をつかみたい。 

✻ このミーティングは献金制です。200円以上の献金をお願いしています。✻ 

 

 

グループ 
 

  増設！ 
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���<6.-: ;!�'*(&*%#���������8$��"��=� ＊ ミーティング内容    　・ミーティング・ルールの説明 ＆ リラクゼーション 　 　 ・シェア・ミーティング（いいっぱなし・ききっぱなし） 　 　 ・休憩（献金をお願いします。）   　・ディアローグ（対話の時間） 　　　　 
　　 ➡︎テーマを決めて、それぞれが思うことや考えたことを話します。 　　　　　　　　　　　　　　  　・フェローシップ （ 分かち合いの時間）  　 
　　 ➡雑談をしながら、ミーティングでの話を手放して安全に帰る準備をします。 
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 開催日時
変更 

 
☁︎ グループ毎に開催場所が異なりますのでご注意ください。（詳細裏面） 
☁ ミーティングの内容や時間配分は、ファシリテーター（進行役）が行います。　　 
　 ルールを守り、時間を分かち合いましょう。 
☁︎ ディアローグ、フェローシップのみの参加は不可とさせていただきます。 

  

SIAb. 
の 
活動 

 
II. 事業報告 
 
１． Self Help 事業 

 当事者が問題を共有できる仲間と出会い、場の⼒と時間を共有できる「ピア・ミーティング」と、「アー

トワークグループ」を開催している。 
 

１） ピア・ミーティング（ページ下部詳細参照） 

 今年度合計 30 回開催、延べ参加者数 196 ⼈（うち初参加者数 30 ⼈） 

① Day Group（定例開催は７⽉まで。以降は不定期で開催。）︓今年度、不定期で３回開催、延べ参加者数

21 ⼈ 

② Night Group︓今年度 27 回開催、延べ参加者数 175 ⼈ 
 

２） Art Work Group 
昨年度「2016 年度草の根市⺠基⾦・ぐらん助成対象事業」となり、4 ⽉から活動を開始したこの新グ

ループは、「語り」によるシェア・ミーティングのオルタナティヴとして、以下のような当事者を対象に

“場”を提供し、「アートワーク」による細かな作業や、創造的な作業に集中し達成感を味わうことで、被

害に向き合う時間とそうでない時間の⼆つの時間を持つバランス感覚を掴むこと、また、作品の展⽰会を

開催し、近親姦虐待問題への社会的関⼼を⾼めることを⽬的として活動している。 

   〈主な対象となる当事者や状況〉 

・ ⾔葉で⾃らの思いを語ることが難しい⽅や、そのような時 

・ 語るよりもアートで表現することの⽅が容易な⽅や、そのような時 

・ 過去の被害の記憶が蘇って間もない⽅ 

・ 記憶と向き合うことから距離を置きたい⽅や時、⼜は若年層の⽅（18歳以上） 
 

① ソフトパステル（2017 年４⽉開始）︓開催回数 ６回 / 延べ参加者数 27 ⼈ 

② ペーパークイリング（2018 年 3 ⽉開始）︓開催回数 １回 / 延べ参加者数 ４⼈ 
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２．SIAb. Project 事業 

  
１） ホームページ等からの情報配信活動について 

 当事者同⼠で語り合い、協⼒し合いながら、回復を⽬指す活動を周知することによって、当事者が孤⽴

することを回避するための情報を、SIAb.のホームページから発信していく。 

 被害当事者や加害当事者、サポートをして下さる⽅々、治療や公的⽀援に携わる⽅々、また、関係機関

や社会全体で盛んな議論や活動が展開されて、治療⽅法や予防⽅法が⽇々検討されていくような社会をつ

くるための働きかけを続けていく。 
 

① 2017 年度における動画の編集と配信 

・ 新規の動画なし 
 

② 既存の動画の配信継続  

・ Series1＝SIAｂ.のメンバー3 ⼈（近親姦虐待被害当事者）での語り合いを収録 

・ Series2＝近親姦虐待被害当事者、加害⾏為経験者、双⽅の治療に携わる⼈の語り 

    合いを収録 

・ Series3＝実際の SIAb.シェアミーテインングとフェローシップの模様 （１）（２） 

・ 当⽅⾒聞録＝性暴⼒・性虐待問題で繋がる多様な仲間とのトークセッション 

・ ツナガル＊カタル ダイジェスト版＝2013 年度に UP した動画を約 35分に編集 
    

＊動画配信実績は、ホームページの URL の変更（常時 SSL化）に伴い、変更時までのアクセス数が消滅

したため、実績の把握が不可能になった。 
 
 

２） ソーシャルネットワークからの情報発信について 

 ホームページと Twitter、Facebook を連携して、活動の内容の情報を拡散 

・ Twitter フォロワ―数 193件（2017 年３⽉ 31 ⽇現在）＊昨年度 148件 

・ Facebook ページにいいね数   75件（2017 年３⽉ 31 ⽇現在）＊昨年度 27件 
 

＊本年度も昨年度に引き続き、刑法改正にまつわる活動や報道関係者との勉強会の活動などを通じて多⽅

⾯の⽅々からアクセスが増え、確実に活動が周知されていていることが実感できた。 
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３） 勉強会や交流会等の開催・参加および当事者の声を届ける活動 
 

2017 年 

  ５⽉１２⽇ 読売新聞・社会部から取材を受ける 

   （ “解説” 「改正刑法︓性犯罪厳罰化」 / 読売新聞 6 ⽉ 17 ⽇掲載） 

  23 ⽇ 性暴⼒と刑法を考える当事者の会 参加 

 ６⽉ ７⽇ 読売新聞・社会保障部から取材を受ける 

   （家庭内で起きた事件︓児童虐待について 聞き取り取材） 

  １３⽇ 読売新聞・⽣活部から取材を受ける 

   （ “くらし・家庭” 「刑法厳罰化︓性犯罪被害者への⽀援 道半ば」 

     / 読売新聞 ６⽉ 20 ⽇掲載） 

  23 ⽇ 性暴⼒と刑法を考える当事者の会 第１回勉強会 参加 

   （性暴⼒被害者⽀援と報道〜性暴⼒被害⽀援者の⽴場から〜） 

7 ⽉ 12 ⽇  性暴⼒と刑法を考える当事者の会 参加 

8 ⽉ 5 ⽇  2015 年度草の根市⺠基⾦・ぐらん助成対象事業報告会＆交流会参加 

  23 ⽇ 性暴⼒と刑法を考える当事者の会 第２回勉強会 参加 

   （性暴⼒被害弁護と報道を考える〜弁護⼠の⽴場から〜） 

9 ⽉ 21 ⽇  「⽀援⼒アップ塾」主催:東京ボランティア・市⺠活動センター にて登壇 

   （実務ステップアップ編「活動グループに寄り添う⼒」） 

 10 ⽉ 10 ⽇ 性暴⼒と刑法を考える当事者の会 参加 

11 ⽉ 8 ⽇性暴⼒と刑法を考える当事者の会 第３回勉強会 参加 

   （性暴⼒被害⼼理と報道を考える〜⼼理の⽴場から〜） 

  27 ⽇ 「第４９回 社会貢献者表彰」受賞 

    主催︓社会公益財団法⼈ 社会貢献⽀援財団 式典・祝賀会参加 
 

2018 年 

 1 ⽉ 21 ⽇ 毎⽇新聞・⽣活報道部から取材を受ける 

   （ “くらしナビ・ライフスタイル” シリーズ「消えない傷」 

     第３章 性的虐待に遭って(5) / 毎⽇新聞 2 ⽉ 25 ⽇掲載） 

  23 ⽇ 性暴⼒と刑法を考える当事者の会 第４回勉強会 参加 

  （警察の被害者⽀援と報道を考える〜警察の⽴場から〜 ） 

 2 ⽉ 13 ⽇ 性暴⼒と刑法を考える当事者の会 参加 

 21 ⽇ 朝⽇新聞・特別報道部から取材を受ける 

   （ “フォーラム” 「＃Me Too」どうすれば/ 朝⽇新聞 3 ⽉ 5 ⽇掲載） 
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Ⅲ．平成 30 年度（2018 年度） 活動計画 

 
 2018 年度は、『近親姦虐待問題に特化した⾃助グループの新設のための、安⼼・安定した居場所作り』

をテーマとし、Self Help 事業に重点を置いて活動をする。 
 

1. Self Help 事業 

・ Night Group のミーティングを毎⽉２回開催、年間合計 24 回実施する。 

・ 初めて参加する⽅が参加しやすくなるよう、ルールやプログラムや、案内を改善する。 

・ グループが増設しやすくなるよう、また、安⼼・安全なグループであり続けられるような仕組みづく

りをする。 
 

2. SIAb. Project 事業  

・ ホームページ等による情報配信を継続する。 

・ ホームページのリニューアルを⾏う。 

・ 近郊や地⽅での『近親姦虐待問題に特化した⾃助グループ』の新設がし易くなるよう、出張ミーティ

ングや他団体との協働を検討する。 
 

3. その他 

・ 勉強会や交流会等の開催または参加やメディアの取材に協⼒し、当事者の声を届ける活動を継続する。 
 
 

以 上 

  


